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国際日本文化研究センター（日文研）は 30年ほど前に設置されました。我々の研究所は、海外にあ
る日本研究関係と様々な形で交流を深めてきましたが、国際日本学や国際日本研究といったような名前
が付いた学部や学科専攻というのは、残念ながら長らく存在しませんでした。ようやく 30年近くたっ
て今回東京学国語大学に国際日本学研究院が開設され、仲間のような機関ができ、このような形で連携
や協力を深めるようになったことを大変喜んでいます。
本日お話ししたいことは三つあります。
第一に、日文研について。日文研がどのような機関なのかを紹介をし、今後様々な形で国際日本学研
究院と同じように連携を深めることができるようなコースや専攻をもっている方々に、日文研の役割を
知ってもらう、ということです。
第二に、妖怪について。私は文化人類学・民俗学を研究しながら日本の民間信仰を研究してきました
が、その延長線上で、日本の文化に占める妖怪というものが非常に重要であると、ある時期から考え始
め、妖怪について組織的な研究を重ねてきました。現代は、グローバル時代と言われるが、インターネッ
トなどで情報を離散させるといったようなテクノロジーの発達によって、世界中のあらゆる場所に一瞬
のうちに情報が届くような時代になりました。大衆文化的なものが日本の文化として注目されるように
なり、その一角を担うものとして、妖怪が国境を越えて広まっています。もはやポピュラーカルチャー
の一部といっていいでしょう。そうした現象を、研究を絡めながらどういう形で国境を越えていくのか
――現代の日本文化のありようといったものを、妖怪を通じてどうやって見せることができるのか、と
いうことです。
第三に、具体的に、そういった大衆文化――グローバル化する日本文化――を、大学や研究院ではど
のように研究をしていくべきなのか、我々研究者は現状に十分対応をしているのか。反省も含めながら、
今後の提案をしてみたいと考えています。
以上三つの点を、私の研究テーマである妖怪を素材にしながら、グローバル化する日本文化とつきあ
わせて考えてみたいと思います。
１．国際日本文化センター
日文研は 1987年に創設された大学共同利用機関で、当初は文科省の直轄の研究所でしたが、法人化
以降は「人間文化研究機構」を構成する一機関となっています。設立以来のミッションとして「日本文
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化に関する国際的及び学際的な総合研究を行う」ことが挙げられますが、重要なことは「国際的および
学際的」という点を強調していることです。さらに「世界の日本研究者に対する様々な形の研究協力や
支援を行う」ことで、大学等では組織しにくい国際的視野からの日本文化に関する学際的共同研究を積
み重ねてきました。
設立当初は、中曽根首相の肝いりでできた研究所ということで、ナショナリズムの研究機関ではない
かなどと疑いをもたれたこともありましたが、もちろんそれは一切関係なく、今まで様々な問題を取り
上げて共同研究を積み上げてきています。たとえば、外国人研究員の公募、国内客員教員及び外国人研
究員主宰の共同研究の公募、共同研究会への外国人研究者（海外共同研究員）の参画の促進、さらには
海外共同研究員の参加制限を取り払った「国際共同研究」などを推進してきました。世界中の大学機関
との連携を取りながら、国際研究集会やセミナーやワークショップなどを行っています。日本研究が進
んでいるアメリカやヨーロッパだけではなく、むしろ、ようやく日本研究が始まった地域（東南アジア
や北欧）に重点的に支援を行っています。世界中の主だった国々を 30年かけて巡ってきたことになり、
これからの 30年間をどのようにすべきかを検討しています。国際的には「ニチブンケン」は日本研究
者の間では多くの人の知るところとなっています。
日文研は京都にあります。建物は平屋で和風ですが、外国の研究者からは、研究環境は高く評価され
ています。日文研の中枢部分は図書館です。外国語、特に欧米の言語で書かれた日本研究や日本紹介書
を多数収集しており、世界で一番整っている設備といえます。最近は東南アジア・東アジアを中心とし
て日本研究が盛んになってきており、中国語や韓国語、ベトナム語で書かれた日本研究書の収集を始め
ています。
日文研は、京都駅から見ると西にあり、車で 30分程度の場所にあります。京都の外れで山の中にあ
るため、よく修道院のようだ、と言われますが、京都の町へは 30分程度なので便利な所です。近くに
京都大学の第三キャンパスができたので、学術的にも交通の便の面からも良くなったといえるかもしれ
ません。
日文研は、国立大学の法人化と同時期に法人化しており、大学共同利用機関法人人間文化研究機構の
六つのうちの一つとなっています。先ほど、式辞の中で国際日本学研究院は国立国語研究所（NINJAL）
と深く連携をもって研究を進めるとの言葉がありましたが、国立国語研究所も人間文化研究機構の一つ
です。国際学日本研究院は、NINJALや日文研だけではなく、この六機関と様々な形で連携や協力を図っ
ていくものと思います。
日文研の専任教官は 30人程度で、そのうち教授が 15人前後です。特徴あるのは、客員研究員とし
て 15名を外国から最大１年間招聘できる予算を持っていることで、これまで多数の方に来てもらいま
した。主に客員研究員には、自分の研究をリフレッシュするという形で研究に専念してもらっています
が、幾つかの日文研の行事には参加してもらっています。これまでに、世界の 50か国、400人近くの
客員研究員を招いてきました。また、図書館が大変に使い勝手がいいということで、利用者はこれまで
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延べ１万人近くにもなっています。日文研の図書館に行くと、日本人だけでなく、外国人の、特に若者
が一生懸命勉強している姿が目に入ります。
　　ａ．図書館の特色
図書・資料・データベース等の特徴としては、外国語で書かれた日本研究書（外書）を中心にして集
めています。同時に、写真、スケッチ、絵葉書等の画像も集めています。研究して論文を書いてから資
料を発表するというのは日本人研究者の良くない傾向ですが、日文研の特徴は資料を入手したら直ちに
デジタル化し、公表している点です。公表後しばらくしてから、研究論文などが出版されるということ
が多いです。また貸出も積極的に行っています。収集資料に関しても、他大学では収集・入手しにくい
ような資料をできるだけ当研究所で集めるようにしています。たとえば、私の研究に関わる妖怪につい
ての資料は、50年来積極的に集めてきました。春画・艶本も同様です。集め始めた頃は、「こんな低俗
な」とか「いやらしい」等と言われたりもしましたが、日本の文化を考える上では大変重要だと研究所
では判断し、集めてきました。その結果として、ご承知のように、2年ほど前、春画・艶本に関して大
英博物館にて本格的な展覧会を開くことができ、また昨年から今年にかけては日本でも春画の展覧会が
開かれ、大変高い評価を受けました。日文研で集めた資料が春画展では多く提供されています。そうい
う形で――ある意味では異端的な観点から、あるいは、先を読むというつもりで――、様々な資料を集
めています。貸出に関しても、少々風変わりな資料が様々な博物館や美術館から注目されて、貸出が増
えています。
日文研が所蔵する図書は約 50万冊ですが、いろいろな特徴があります。中国関係に関して、医学書
に関して、古地図に関して、それぞれ寄贈を受ける形で積み重ねてきた結果、現在の多種多様なコレク
ションがあります。自分の関心のある資料が日文研にあるかもしれない、と思ったらぜひとも日文研の
HPから図書資料等をご覧いただきたいと思います。画像に関しては、ほぼ同時にデジタル化して公開
をしているので、使い勝手の良さを自負しているところです。
　　ｂ．日文研の共同研究
最近の傾向としては、大衆文化に関するものが急速に増えています。様々なテーマについての制限の
ない共同研究を毎年 15本程度展開していますが、振り返ってみれば、最初の頃は、「日本人の想像力」
や「日本人の起源」といったような、非常に大きなスケールの研究が主でしたが、現在では、ほぼ近現
代に絞った研究が若い人には好まれているようで、大衆文化や東アジア近現代史の研究が目立ってきて
います。大衆文化とは、申し上げるまでもなく、アニメやコミック、映画といったものを通じて広がっ
ている日本文化の関心から生まれたものであり、東アジアの近現代史は、中国や韓国、あるいは東南ア
ジアで日本研究が盛んになるにつれて、近代以降の日本との関係を、東アジアの中で、あるいは世界の
中で考えていこうとする大きな動きを反映したものでしょう。とりわけ、中国や韓国の日本研究で歴史
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を研究している場合は、こうした点に焦点を当てて研究しています。日文研では、共同研究のメンバー
として、特に日本限定／日本在住の外国人限定といった制限を取り払った形で、共同研究に参加しても
らう制度設定を進めています。
　　c．共同研究のテーマ
３年間をざっと振り返ると、以下のようなテーマがあります。
・画像資料（絵葉書・地図・旅行案内・写真等）による帝国域内文化の再検討
・おたく文化と戦時下・戦後
・マンガ・アニメで日本研究
・万国博覧会と人間の歴史――アジアを中心に
・昭和戦後期における日本映画史の再構築
・夢と表象―その統括と展望
・昭和 40年代日本のポピュラー音楽の社会・文化史的分析――ザ・タイガースの研究
・日本大衆文化とナショナリズム
・怪異・妖怪文化の伝統と創造―研究のさらなる飛躍に向けて―
例えば「おたく文化と戦時下・戦後」などは、先ほどの「大衆文化研究」のひとつの特徴を示してい
るといえます。「マンガ・アニメで日本研究」は、日本研究を進めていくうえでマンガやアニメに興味
を持つ人が多いので、アニメや漫画を研究するというよりも、それに着目しつつ、それを素材にしなが
ら、その背景にある日本文化を考えていこう、という観点から進められています。
一番下に、私の妖怪研究も付け加えてみましたが、「怪異・妖怪文化の伝統と創造―研究のさらなる
飛躍に向けて―」これは既に終了しています。
日文研で 20年ほどかけて共同研究をすすめてきたものを簡単に挙げると以下のとおりです。
・戦争と鎮魂
・日本の軍事戦略と東アジア―日中戦争期を中心に　　　
・21世紀 10年代日本文化の軌跡―過去の検証と将来への提言
・植民地帝国日本における知と権力
・明治日本の比較文明史的考察―その遺産の再考
・新大陸の日系移民の歴史と文化
・近代日本における指導者像と指導者論　　
・日本的教育文化の複数地域展開に関する比較研究
このような共同研究を行いながら、日文研では二つの雑誌を出しています。ひとつは、Japan Re-
viewで1994年創刊の英語の雑誌です。現在までに28号出しています。世界中の研究者に加わってもらっ
て査読を行っており、最近評価が高まっています。もう一冊は日本語で『日本研究』（1989年創刊）が
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あります。
日文研では、平成４年（1992）、大学院博士後期課程（定員３名）を、総合研究大学院大学文化科学
研究科国際日本研究専攻として設置し、平成 27年までに、博士課程博士 47名（うち日本人 35名）、
論文博士 21名を出しています。大学院修了後の研究職への就職はきわめて良好ですが、その理由はお
そらく、国際日本学を柱としながら研究をしている研究所が少なかったからでしょう。今後、東京外国
語大学の国際日本学研究院と協力し合いながら、また、競いながら、研究を進めていきたいと思ってい
ます。
　　ｄ．日文研の今後のプロジェクト
こうした状況を踏まえ、日文研では、「大衆文化の通時的・国際的研究による新しい日本像の創出」
というタイトルの基幹プロジェクトを、2016年度から６年間をかけて行う予定です。国内外の多くの
研究者が協働しながら、大衆文化に描かれてくる日本というものがどういうものなのか、日本の大衆文
化はどのような歴史を背負っているのかを検討します。特に我々が研究の眼目にしている点は、「背景」
です。大衆文化とは降って湧いたわけではなく、様々な影響を受けながら生まれているわけで、その奥
行きの様なものを、近代・近世・さらには中世にまでさかのぼって、大衆・民衆・庶民の享受してきた
文化を考えていく、その延長線上に現在の大衆文化があるだろう、と。もちろん、近現代になると、欧
米の影響も受けます。そのような点も視野に入れて考えていきたいと思っています。我々は大衆文化の
研究所ではありませんが、従来の研究を非常に大事にしながらも、新しい日本文化も研究の視野に入れ
ようと――二つの大きな柱を寄せ集めるように――、つまり、従来の日本研究と、新しい大衆文化を中
心とした新しい日本文化の研究のどちらも、ともに、研究していきたいというのが狙いです。
我々が大衆文化に着目するという理由は、現代が非常にグローバル化した時代であり、そういう時代
に我々が生きているからです。これまでは「国際化」と、よく言われてきたわけですが、今ではそれを
通り越して「グローバル化」と言われる時代となりました。両者の違いとは何でしょうか。
「国際化」は、国際化を進めている担い手が主として、国家であったり、時の政治経済を担う人々、
あるいは、それと深い関係にある大学の知識人によって進められたものでした。例えば日本文化を紹介
する場合、まずはそういう人たちを通じてひろまっていきました。ところが、グローバル化とは情報技
術革命（インターネット、スマホ、PC等）によって個々人が自由に情報を発信し、それが世界中に広
まっていく時代――つまり、時間や空間を超えた、国家や知識人たちの選別や優劣の判断がない形で情
報・文化が広まっていく時代――を指します。国家が溶解している、あるいは、国家の検閲が非常に小
さくなっていく／なくなっていく、という時代において、飛び交っている情報といえます。上から降り
てくるような日本文化ではなく、下からいつの間にか――最初は民衆の一人や二人、あるいはファンが
面白いね、と言っていたにすぎないことが、あっちでもこっちでも――最初から「面」ではなく、「点」
として――気づいたらヴァーチャルなコミュニティみたいなものができあがる、そういう時代をグロー
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バルだとしてとらえています。その典型的な例として、日本のアニメやコミックなどの広がり方があり
ます。ですから、担い手は、時には企業、時にはファン・個々人となり、それらが世界中を駆け巡る時
代といえます。
そして、こうした大衆文化は、決して国家が推進した結果広まった日本文化ではありません。むしろ、
多くの世界の人々がマンガやアニメを楽しむことが先にあり、後から国家が懸命にそれをコントロール
し、情報を集め、何とか国の産業に組み込もうとしています。国家が後からついてくる、という典型的
な例です。このような大衆文化を、私たち研究者はどのように理解し、分析したらよいのでしょうか。
残念ながら、まだその研究は端緒についたばかりです。
従来の国際日本研究についていえば、日本の国内のことだけを、日本の情報のみで、日本の歴史や文
化を語ってきたことが多かったといえます。海の向こうでどのような政治状況になっていったのか――
例えば 15世紀、あるいは 10世紀に――あまりそういうことを考えなくても日本の歴史を語ることが
できたのが、日本の歴史なり文学なりといった分野でした。そこで選ばれた知識が、日本の研究者（海
外の日本研究者）を通じて世界に広まっていきました。さらには日本が政治的・経済的に大国と呼ばれ
るようになると、日本の政治や経済を論じ、国際関係も論じなければならない、ということになり、国
際○○論――国際関係論や国際比較論といった学問ができるようになりましたが、これらはあくまでも
「国家」というものを念頭に置いた研究でした。国際日本学という研究も、ひょっとするとその延長線
上にあるのではないか、とも思います。しかし、先ほどから述べているように、現在日本を取り囲む文
化状況というのはグローバルな形になっているので、この「国際日本学」の「国際」の中には、「グロー
バルな日本研究」という状況を念頭に置いていると考えています。
グローバル化した日本文化・日本大衆文化をどのように研究するのか、まだ体制は整っておらず、国
がそれに取り組み始めたばかりといえます。その一環として、東京外国語大学に国際日本学を研究・教
育する機関が設置されたと私はとらえています。
大衆文化に関して日文研で調べてみたところ、世界の大学の非常に大きなところで、日本の大衆文化
を論じるようになってきています。昨年の３月に韓国で、大衆文化についての小さなワークショップを
日文研が催し、韓国の主だった大学の研究者に集まってもらい情報交換をしましたが、そこで大変面白
い話がありました。日本文化論というタイトルで授業を開くと、学生の集まりはいまひとつでしたが、
日本大衆文化論としたらたくさんの学生が集まったそうです。つまり、韓国の若い学生たちは、「日本
文化」というと古くてつまらない授業という印象を持つが、「日本大衆文化」となるとアニメやコミック、
映画、あるいは音楽といったものについて先生が解説してくれることを期待して集まってきます。おそ
らくこの傾向は、世界中で増えていくと想像しています。
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２．妖怪研究
では、どうやって我々は大衆文化を研究してきたのでしょうか、研究すればよいでしょうか。
私は所長をしていますが、特別に幅広くアニメのことを研究してきたわけでもなく、日文研が行って
きた様々な研究をつぶさに知っているわけでもありません。興味のある分野に関してのぞいたりする程
度で、自分の共同研究を中心にして研究を進めてきたにすぎません。そういう意味では、私の大衆文化
に対する関わり方、あるいは、グローバルな時代における日本文化に対して私が語るとすれば、私の研
究テーマである妖怪をメインにするのが良いと思い、一つの事例として、妖怪研究の見解とそれに並行
して広まっていった、日本の妖怪の越境していく様子をご覧いただきたいと思います。
周知のとおり、数年前から日本では妖怪が大変に人気を博しています。これは、私の予想をはるかに
超えています。毎年全国の主だった博物館のどこかで、何らかの形で妖怪の展覧会を行っています。今
年は江戸東京博物館が本格的な妖怪展をやるといわれています。それが巡回し、大阪ではあべのハルカ
ス美術館で妖怪展をやります。妖怪展には多くの観客が集まる、という前提で行われるのでしょう。ま
た、妖怪に関わる様々な企画や出版がされています。特に昨年は、小さな子供から出発した『妖怪ウォッ
チ』というアニメやゲームが大変な人気を博しました。今は少し収まってきたようですが、その人気ぶ
りを示すのが、2015年の映画『妖怪ウォッチ』第二弾の初日の動員数が、『スターウォーズ／フォース
の覚醒』より多かった、という事例です。これはいったい何なのでしょうか。ぜひとも、社会学者や大
衆文化研究者が学術的に分析してほしい、と思います。
近年の日本の妖怪文化への関心というのは、大衆文化としての妖怪に――これはコミックやアニメに
妖怪が登場するということと深く関わっていますが――徐々に関心が世間で高まってきたことに重ね
て、学術的観点からの妖怪文化研究も進んできました。これらが相互に影響しあい、併走するような形
で展開してきた、と捉えています。私は研究者なので、妖怪が流行ろうが流行るまいが、日本の妖怪は、
日本の文化を考える重要なカギだと思っています。
現在の妖怪ブームの大きな担い手といえば、昨年の暮れに亡くなった水木しげるが真っ先に挙げられ
ます。彼の活躍はとても大きいといえます。『ゲゲゲの鬼太郎』のアニメ、コミック、あるいは、水木し
げるの絵を展覧会で見せる、ということが繰り返し行われてきました。水木しげると妖怪というイメー
ジは固く結び付けられていて、妖怪という言葉聞いた時に、多くの日本人が頭に思い浮かべるのは、水
木しげるが描いてきた妖怪でしょう。水木しげるはストーリー漫画を自身で書いていましたが、60代に
なった頃から自分を妖怪画家と認識し妖怪画を多く描くようになりました。水木の妖怪画は、自分で想
像する場合もありましたが、大きく二つの資源・素材を持っていました。一つは近世を中心にして多く
描かれた妖怪画――国芳や芳年や北斎などの浮世絵師たちが残した多くの浮世絵に描かれた妖怪画（素
材）――を元にしながら、水木風の妖怪画を描きました。もう一つは民間伝承の妖怪です。これは、話
としては採集されているものの姿かたちははっきりとはわかりません。音の妖怪があったり、体に触る
ようなただそれだけの妖怪――たとえば、便所に行くとお尻をなでるだけの妖怪（かいなで）――といっ
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た姿かたちがわからないような妖怪を、水木しげるは「それでは私が絵にしましょう」と、自分で妖怪
の姿を作り出しました。そうした絵を集めたものを『妖怪画談』として、岩波新書からカラー版の正・
続の二冊（1992年、1993年）を出版しました。これは大変評判になりました。なぜ評判になったのか、
はっきりとはわかりませんが、おそらくは、水木独特の画風と、郷愁を掻き立てるような素材（民間伝承）
と深くかかわっているのでしょう。大変な人気を博し、その後の水木ブームがやってくることになります。
　　ａ．越境する妖怪たち
水木妖怪に刺激された日本妖怪画への関心というものが高まってくる中で、若い実作家たちをも、刺
激を受けるようになります。たとえば、妖怪小説とでも言うべき小説を書き続けてきた京極夏彦。デ
ビュー作は『姑獲鳥の夏』（1994）で、姑獲鳥（うぶめ）という妖怪を素材にした推理小説です。ある
いは、陰陽師安倍清明等に対する関心が高まると、それに刺激された小説が夢枕獏によって作られ、さ
らにそれに刺激を受けた漫画が岡野玲子によって作られ大変な評判となり、これは国境を越えていきま
した。また、スタジオ・ジブリの作品の中には、妖怪といっていいようなものがたくさん登場する作品
が作られてきており、これも国内で評判になり、同時に国境を越えて世界に知られるものとなっていま
す。こういうものは、国や研究者がこれは素晴らしい、と日本文化論で講義したから評判になっていっ
たものではありません。繰り返し述べているように、下から「面白い、楽しい」といって広がっていっ
たものであり、それが国境を越えていくようになりました。アニメやコミック、小説が、様々な形で国
境を超えるわけですが、その中に妖怪も混ぜてもらっています。「越境」する妖怪です。
ほんの一例しか紹介できませんが、『夏目友人帳』というコミックは日本でアニメにもなりましたが、
これはすぐに翻訳され欧米で人気になりました。また、『ぬらりひょん』というコミック作品も、すぐ
に英語化されました。こういった例は枚挙にいとまがありません。水木作品も翻訳されています。鬼太
郎や『のんのんばあとオレ』といった幼年期の自伝が英訳されています。また、水木しげるは自分の妖
怪を元にした『水木しげるの妖怪辞典』を作っていますが、それもイタリア語訳（2004）やフランス
語訳（2008）がされています。京極夏彦の小説も、小説の翻訳は時間がかかるにも関わらず 2009年に
翻訳されています。妖怪の概説書も紹介されるようになってきました（Yokai Attack, 2008）。つまると
ころ、妖怪の小説や漫画などが出てくると――日本の妖怪について知りたくなると、それについての概
説書が作られるようです。「大妖怪辞典」（The Great Yokai Encyclopedia, 2010）は、おそらく日本に
来たことはないが、様々な形で妖怪を知りたいという人が、自ら率先して作ったものでしょう。序文を
見てみると、「いつか日本を訪れ、直接妖怪について研究したい」と思いを述べながら、妖怪辞典を作っ
ていることがわかります。さらに、『百鬼夜行』（The Night Parade of One Hundred Demons, 2012）と
いうタイトルで日本の妖怪の案内が出ています、これは「この一冊で日本の妖怪のエキスパートになれ
ますよ！」という触れ込みです。
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図録を二冊紹介します。まず、カンザス大　『スペンサー美術館所蔵作品を中心とした「妖怪」の巡
回展　図録』（1985）、『「妖怪展」パリ日本文化会館　図録』（2005）です。
欧米で日本の妖怪の展覧会を開くのは大変なことなのですが、アメリカで 1985年にスペンサーコレ
クションを中心にした妖怪画の展覧会が開かれたときの図録です。また、パリで国際交流基金が中心と
なって日本から妖怪画を多数持っていき展覧会を開いて評判となりました。ただ、なかなか妖怪展を海
外で開く、というのは難しいです。
　　ｂ．越境する妖怪・アメリカ編
私が思うに、妖怪がそうやって世界に広まっていった背景としては、書籍などより先にインターネッ
トのブログなどがあり、妖怪に興味を持つ人たちが自分たちで情報交換をして、それが広まっていった
と考えています。「お化け物プロジェクト」というブログではあちこちから集めた妖怪の情報が書き込
まれています。「おばけもの」というのは、「おばけ」と「ばけもの」が一緒になった言葉で、日本語で
は使われていませんが、アメリカでは使われているようです。この間驚いたのですが、国際交流基金の
日本語研修で日文研に来た方たちと懇談したときに、アメリカの議会図書館の日本担当の司書から「先
生、おばけもののコレクションをもっているそうですね」と言われました。つまり、向こうでは、妖怪
やおばけという言葉よりも、おばけもの、という言葉の方が充実しているようです。アメリカでは妖怪
の翻訳がおばけものになっているのだろうか、などと少し考えました。
アメリカでは“The Yokai Grove”というサイトや「百物語怪談会」といったブログも作られており、
水木しげるの写真を載せたり、妖怪の情報が交換されています。
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　　ｃ．越境する妖怪・アジア編
欧米に限らず多くの人が妖怪に関心を持つようになっています。中国の「知日」という雑誌は、私は
大変注目しているのですが、中国での日本大衆文化を考える上でとても重要な本だろうと考えていま
す。現在 30号ほどなのでおよそ 10年前あたりに発行されたのでしょう。この雑誌では、日本で流行っ
ているアニメ作家や絵本作家、あるいは宝塚などの大衆文化や、時には武士道などが特集され、中国で
10万部ほど売れているそうです。その特集に妖怪が取り上げられたことがありました。大変周到な調
査／特集となっており、水木しげるが紹介され、宮崎駿の仕事が紹介され、作家が紹介され、さらに、我々
が行っている日本における妖怪研究の状況も紹介されています。このような形で妖怪文化が国境を越え
ています。国内に目を向けると、NHKの国際放送が妖怪の特集をして世界に発信するということも行
われています。
　　ｄ．妖怪と私
私は決して現在のような妖怪ブームがくるだろう、とは考えておらず、妖怪ブームを作った仕掛人で
もありませんが、妖怪は日本の文化を考えるうえで重要な役割を果たしている――源氏物語を読むにし
ても、日本の浮世絵を見ていく上でも、妖怪というものを文化としてきちんと研究していく必要がある
だろう、と思っていました。残念ながら当時の学問の世界では、妖怪とは低俗な迷信の名残とされてお
り、研究対象になることはまれでした。妖怪を研究対象にすれば就職なぞできないなどといわれた時代
でした。ただ、私は非常に重要だと思い研究を開始し、特に、画像への興味を強く持ちました。たとえば、
源氏物語で、物の怪がとりついた、と記されていれば、「では、物の怪とはどういう姿をしているのか。
当時の人はどういうイメージだったのか」といったことに興味を持ち、当時の人はひょっとしたら画像
にしているかもしれないと思い、画像を懸命に探しながら研究をしていました。日文研に来る前は主と
して個人で研究をし、日文研に来てからは、妖怪に興味を持つ人たちに分野を超えて集まってもらって
共同研究を行い、今では日文研が妖怪研究の拠点として知られるようになりました。
では、目に見えないものを、どうやって日本人は画像化したのでしょうか。そういうものは、あるの
でしょうか。あるとしたら、それを読み解いてみたい、ということで、最初は「きつねつき」といった「ス
憑霊信仰（spirit possession）」――犬が憑いた、キツネが憑いた、あるいは、死んだ人の魂が憑霊／憑
いた――の研究をしていたのです、そこからその「憑く」ものの画像を追ってきました。
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初めてこの絵を見た時に、この絵が何をしている
のかわからりませんでした。今では、この絵は世間
で流通する絵となっていますが、私が見た時にはま
だ知られていませんでした。
現在では、このような形で解釈されています。
安倍清明がいて、安倍清明が使う式神と呼ばれる
使いが描かれ、同時に、病人のご祈祷をしているの
で、祭壇の向こう側には妖怪たちが描かれています。
この妖怪たちはいろいろな姿かたちをしていますが、では、あれは何が描かれているのだろうか、と
興味を持ったのです。解説が十分になされていない絵巻や浮世絵の、絵を読み解く、ということから私
の研究は始まりました。そういう観点で絵巻などを見ていくと、見えないはずの物の怪の類や妖怪の類
が絵画化されていました。
その絵画化の延長に日本の妖怪画がたくさん生まれてきたのだろう、という見通しの下で研究を始め、
一つの成果としては、テレビ放送で妖怪画を説明しながら日本の文化を考える、という番組を NHKが
作ってくれました。そのときは、NHKは妖怪という言葉をタイトルにするのを嫌いました。企画が通
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らないかもしれない、と。そういうわけで「日本人と異界」というタイトルになりました。内容は妖怪
の紹介でしたが。番組では、日本にはあまり知られてはいないが、妖怪を描いた絵巻物や絵画がたくさ
んある、ということを説いてみました。『妖怪学新考』（1994）という、妖怪をまじめに研究しましょう、
という本も出しました。
３．日文研と妖怪研究
日文研に移ってからは、様々な形で共同研究を行ってきましたが、一番最初は分野を超えて――国文
学や歴史学、あるいは建築（お化け屋敷）の研究者など――、様々な分野の人に集まってもらい、おそ
らく初めての本格的な学際的妖怪研究会を発足させ、その成果を発表してきました。現在は三回ほど研
究会が開かれ、研究としての妖怪、研究素材としての妖怪について総合的な研究の積み上げがなされて
きています。1999−2001年度（「日本における怪異・怪談文化および妖怪文化に関する総合的研究」）
と 2002−2006年度（「怪異・妖怪文化資料を素材とした計量民俗学の構築と分析手法の開発に関する
研究」）に科学研究費にもとづいて、妖怪文化の整理を行いました。同時に、妖怪を多くの国民に知っ
てもらう、利用してもらう、という意味合いで二つのデータベースを作りました。一つは民間伝承の
データベース、もう一つは画像のデータベースです。民間伝承のデータベースは大変人気があり、およ
そ 150万件のアクセスがあります。画像の方はこれまでに約 50万件のアクセスがありました。（「怪異・
妖怪伝承 DB」（2002公開）、「怪異・妖怪画像 DB」（2010公開））このようなデータベースは多くの
人々の注目を集めたようで、世界中の人たちが日本文化に興味を持ち、妖怪に興味を持つ人たちがのぞ
きに来ています。こうしたものを参考にして妖怪研究をする人たちが増えてきています。データベース
を中心にして本格的な辞典を作ろうということで、「日本怪異妖怪大辞典」（2013）を作りました。先日、
世界の大学図書館の日本担当の方々が日文研で簡単な研修を受けていったのですが、彼らが言うには「妖
怪に興味を持つ人たちもずいぶん増えてきた」と。UCバークレーの方だったか、「妖怪に興味を持つ
人には真っ先にこの辞典を紹介するようにしている」と言ってくれました。これまで、色々な形で妖怪
の研究をまとめてきたわけですが、研究成果の一つとしては、大学共同利用機関のプロジェクトの一環
として行っている展覧会があります。たとえば、国立歴史民俗博物館の国文学資料館と共同で行った展
覧会では、歴博で最多の入場者数となったようで、これは、その後全国各地を巡回しました。また、「百
鬼夜行絵巻」に焦点を絞った展覧会も行いました。これは人間文化研究機構が主催しました。
　　ａ．妖怪ブーム　
最近の妖怪ブームと研究の成果発表が連動しているかのように世間には見えるようで、私たちが妖怪
ブームを作ったのか、妖怪ブームが私たちの研究を促進させたのか、見分けがつかないのかもしれませ
ん。しかし、私たちはブームが来ようが来るまいが、日本文化の中で妖怪が重要な役割を果たしている
と思い続けてきたので、もしも今ブームでなかったとしても、同じように研究を続けていると思います。
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最近、多くの海外の研究者が妖怪について興味を持ち、国際研究集会などに集まってもらえるようにな
りました。その時の指摘によってわかったことですが、妖怪というのは、日本文化を考える／日本文化
の創造性を考える上で、非常に重要な資料であるということです。とりわけ絵画は注目をされ、評価が
なされるようになりました。同時に、海外と比較して、日本文化の、ある意味特徴的なものをも、そこ
から見て取ることができます。例えば、東アジアで、中国起源の妖怪などが韓国・日本・ベトナムといっ
た国々に広がっていますが、日本における展開と、それぞれの国における展開は違っています。共通部
分と違っている部分から、日本の文化なり、様々な国の特徴なりを浮かび上がらせることができる、と
指摘されています。こういった比較をしていくことで、日本の妖怪の特徴、あるいは逆に言えば海外の
妖怪の特徴がわかっていくのでしょう。
これまでの研究を通して、私が思うに、日本の妖怪文化というのは世界に誇ることのできる文化では
ないか、ということです。私は、このことを強調したり、クエッション・マークをつけたりしながら研
究しています。というのも、妖怪文化というのは非常に長い歴史をもち、その歴史の足跡をたどること
ができますし、物語も画像も非常に豊富だからです。名称も多数あります。また、それを中心として娯
楽文化がたくさんできました。信仰や宗教と関係するだけでなく、娯楽文化や大衆文化としてある時期
から楽しむようになります。生活文化のなかにも非常に浸透してきています。たとえば根付（いわば江
戸時代のストラップ）などにも妖怪が多く用いられ、服や着物のデザインにも妖怪がかたどられる等、
生活文化のなかにも妖怪は浸透してきましたし、お寿司の名前になって「カッパ」巻きが作られたりし
ます。知らないうちに生活文化のなかに浸透しているのが日本の妖怪文化です。同時に日本の妖怪文化
は多様な側面をもちつつ、現在もアニメ・小説・映画の作家たちによってどんどん新しい妖怪や妖怪物
語が創造され続けています。来年、どんな新しい妖怪が多くの人々の関心を集め、世界中にあっという
間に広まっていくかはわかりません。少し前では考えられませんでしたが、それが現代の、グローバル
化する時代における日本文化の特徴ではないかと思っています。
研究面でも越境がみられます。10年ほど前に、アメリカで日本文化を教えている日本人研究者 Nor-
iko T. Reiderが日本の鬼の概説書（Tales of the Supernatural in Early Modern Japan: Kaidan, Akinari, 
Ugetsu Monogatari, 2002 ）を出し、インディアナ大の民俗学の日本研究者が百鬼夜行・妖怪の本（Mi-
chael Dylan Foster, Pandemonium and Parade: Japanese Monsters and the Culture of Yōkai, 2009）を
出しました。あるいはヨーロッパの研究者が日本の天狗の研究書（Roald Knutsen, Tengu, 2011）を出
版しています。この天狗の研究書は非常におもしろい本で、単なる天狗信仰だけではなく、日本の武道
との関係についても非常に詳しく表わしています。欧米に限らずアジアにおいても、韓国語で妖怪の研
究がなされ、中国語で妖怪のことが紹介され、私の『妖怪学新考』も韓国語で出版されています（2009）。
こういうこともありました。2年ほど前の 2013年 11月に、妖怪に関する国際研究集会を日文研で行
ないました。たまたま日文研に来ていた中国の清華大の先生がその研究集会をのぞいて、すぐにその様
子を中国の新聞に報告し、日本ではいま妖怪研究が盛んだという紹介記事が載りました。
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ここ数年は、日本や海外で、妖怪あるいはファンタジーを中心にした国際研究集会が非常に多く開催
されています。2015年に、学習院女子大では「東の妖怪、西のモンスター」と題された、東西の「妖
怪」にあたるものを比較するというシンポジウムが開かれ、たくさんの若者が集まりました。さらに同
じく 2015年 12月にはストラスブール大学でフランスの日本研究者と日本の妖怪研究者たちが集まっ
てシンポジウムを行ないました。驚いたことに、若い人が村上春樹や半村良、若い映画作家の作品、あ
るいは源氏物語を取り上げ、妖怪を「ファンタジー」として理解しながら研究し、その成果を発表して
いました。おそらくこういった機会はますます増えていくのでしょう。
　　ｂ．現代の妖怪研究
グローバル化した時代、若い研究者がどのような点に関心をもっているかという一例を紹介したいと
思います。博士論文を書いているトルコの女性研究者は、シルクロードを介して中東地域、トルコ、中
国、日本で鬼の像がつながっているのではないかということを研究テーマにして、論文を書いています。
色彩が黒っぽいのは変色したせいだと思い
ますが、角があり、しっぽを持ち、腕輪と足
輪をつけています。この画像と日本の有名な
風神雷神が似ている、と。
どこが似ているのかというと、角があり、
腕輪と足輪をしています。
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この腕輪と足輪をしている鬼の像の意味について教えてほしいと言われ、私なりに調べましたがよく
わかりませんでした。ただ、彼女はこれを手掛かりにしてシルクロードを巡って研究をしたい、博士論
文を書きたい、といっています。たいへん興味深い研究テーマです。実際彼女が日文研に来て、2週間
ほど閉じこもり、鬼の画像等々を一生懸命調べていきました。また、中東・アラビア美術などの日本研
究者とも接触していたようです。
このように、日本の妖怪をひとつの手がかりとしながら、まったく新しい日本文化論が切り開かれて
いくのかもしれません。あるいは今まで妖怪に「目を向けなかったから」「見えなかった」日本文化が
見えてきているのかもしれません。なおかつ、それがグローバルな展開で広まっている日本文化と深く
関わって、このような研究テーマが生まれているのでしょう。グローバル化する大衆文化というものを、
おそらくはこれから、学生に教えていかなければならなくなるでしょう。これまで通りの日本文化では、
「つまらない」とか、「私が知りたいのはそういう日本文化ではなくて、アニメ・映画といったグローバ
ルに広がっている新しい日本文化を知りたい」という要請が増えてきています。こういった学生の要請
に対し、いかに教える側が対応・工夫していくかが課題となるでしょうし、教育・研究方法を考え、カ
リキュラムを作っていかなくてはならないと思います。こうした課題に対しては到底一人では手に負え
ないので、何人かが手を携えながら学生の指導をしなければならないでしょう。また、ひとつの大学、
ひとつの専攻では抱えきれるものではないので、多くの日本の研究者たちの情報を集め、適切な指導教
官はどこにいるのか紹介しあうということも必要となるでしょう。
　　ｃ．今後の日本文化研究
最後に提言めいたことを申し上げれば、グローバル化する日本文化とは私たち教師にとっては本当に
手ごわく、まだ充分な研究体制も整っていません。しかし、新しい日本文化像を探り出す格好の素材で
もあるといえます。その意味で、日本というものを大衆文化を通じて探るチャンスにもなりますから、
ぜひとも大衆文化に焦点をあてた新しい研究体制を作ってもらいたいと思います。
東京外国語大学国際日本学研究院においても、増加する留学生や学生の関心の多様化をにらんだ超領
域的な、グローバルな国際日本研究をすすめてほしいと思います。もちろん日文研も喜んで協力するつ
もりです。そのためには、なんらかの形できちんとした体制づくりをしていく必要があるでしょう。ソ
トからの日本とウチからの日本を寄せ集め、従来の日本研究と、新しい近現代・大衆文化の研究を寄せ
集め、同時に学際的・新領域開拓型の国際日本学コースにしていかなければならないでしょう。一つの
大学ではほとんど不可能な問題に対して、日文研も共に考えていければ、というのが私の提案です。
